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講義や演習および実験・実習を通じ
て、電気・電子・情報工学の基礎知識
をしっかりと身につけます。

電気・電子・情報工学の
基礎知識を習得

電気・電子・情報工学の専門技術を習
得し、実践的な問題解決能力を養い
ます。

実践的な
問題解決能力を養う

先端技術者として社会で活躍するた
めの技術と能力を習得します。

先端技術者としての
技術と能力を習得

時代の先端に触れ、
世界を動かす技術者になる。

電子システム工学科 ◆ 学びの流れ

OB・OG MESSAGE

◆ 時間割モデル（2回生 前期）

プログラミングを基本からしっかりと学び、講義後は毎回
出る課題を友人と切磋琢磨しながら仕上げていきました。

政清さんの
COMMENTCOMMENT

修士1回生時のインターンシッ
プをきっかけにこの仕事を選
びました。現在は新商品のプロ
セス開発に従事し、効率的な
量産プロセスの確立に向けた
研究に取り組んでいます。開発
に携わっているプロセスを新
商品の製造プロセスとして実
装することが今後の目標です。

小倉さんの「今」

差別と人権

教育心理学 教育方法論

電磁気学Ⅰ情報処理基礎 通信情報理論 英語ⅢA

量子力学概論 微分方程式プログラミング
基礎

実用英語
演習ⅠA 英語ⅣA

アルゴリズムと
データ構造

電気回路Ⅰ

道徳教育論

健康・体力科学Ⅱ

電子システム
工学実験Ⅰ
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Student’s VOICE

電気・電子・情報工学を幅広く学べるこ
とや、副専攻で地域教育プログラムを受
講できる点に魅力を感じ志望しました。
1回生後期から実験があり、毎回先生方
が丁寧にレポートを添削してくださるお
かげで考察が深まり、成長を実感しまし
た。今後は、電気主任技術者などの資格
取得と大学院進学を目指し、電気分野の
知識をさらに広げたいと思います。

政清 以蕗さん
｜ 神奈川県立湘南高等学校 出身

工学部 電子システム工学科 3回生

学びの様子を
CHECK！

1回生

4回生

2回生

3回生

◆卒業研究
◆プラズマ工学
◆パワーエレクトロニクス

◆光エレクトロニクス
◆ロボット工学

卒業研究では6つの研究分野に分属し、研究テーマに対し、問題の捉え方や問題
解決能力を養います。

卒業研究に取り組む
卒業研究
配属された研究分野の専門的
な課題について研究を行い、得
られた成果を卒業論文にまと
めた上で卒業論文審査会にお
いて発表を行います。

◆電磁気学Ⅰ・Ⅱ
◆電気回路Ⅰ・Ⅱ
◆電子回路Ⅰ

◆半導体基礎
◆コンピュータハードウェア
◆アルゴリズムとデータ構造

◆プログラミング言語
◆電子システム工学実験Ⅰ
◆電子システム工学実験Ⅱ

電気・電子・情報工学の基礎科目の理解を深め、工業
数学、電気回路、電磁気学、量子力学、情報理論などの
専門の基礎を学びます。

電子システム工学の基礎を学ぶ

専門科目の応用として、電力工学、電気電子計測、半導
体、情報通信などの専門の知識をもとに、さらに実験・
実習を通して総合的に学びます。

広範に専門的な科目を学ぶ
◆電子回路Ⅱ
◆電気電子計測Ⅰ・Ⅱ
◆コンピュータソフトウェア

◆電磁波工学
◆集積回路設計基礎
◆電子デバイス

◆電気電子設計製図
◆電子システム工学実験Ⅲ
◆電子システム工学実験Ⅳ

電気・電子・
情報工学の
多角的視点から
「技術」を見つめる

大学生活で得た
挑戦する姿勢を
業務内で生かす

科目 PICK UP
電子システム工学セミナー
図書情報センターの活用に関する基礎
知識の獲得、電気・電子・情報に関する基
礎的事項の体験的理解により自発的・継
続的に学習する能力を養います。

◆電子システム工学概論
◆電子システム工学セミナー
◆基礎電磁気学

◆基礎電気電子回路
◆基礎力学
◆基礎化学

◆微積分Ⅰ・Ⅱ
◆線形代数Ⅰ・Ⅱ
◆物理学実験

電気・電子・情報工学への入門、高校で学んだ数学や物理を基礎に工学的思
考方法を学び、専門科目を学ぶための基礎を身につけます。

工学部共通の基礎を学ぶ

   
  公
式
サイ

ト学科
ページはこち

ら

片道約2時間の遠距離通学だったため、
貴重な時間を有意義に過ごせるよう時間
管理を徹底。また、何事にも積極的に挑戦
する姿勢を心がけていました。この経験
は、現在の仕事に対する向き合い方にも
良い影響を与えています。この大学の大き
な魅力は、所属学科だけでなく、部活動や
学園祭を通じて他学科の学生や留学生な
ど多様な人と交流ができ、豊富な人脈が
形成できること。その交流は現在に至るま
で続いており、私の楽しみの一つです。

小倉 達貴さん
 株式会社村田製作所 薄膜技術開発統括部
 新規薄膜技術開発部 開発2課

電子システム工学科 2021年度卒業
工学研究科 電子システム工学専攻 2023年度修了
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電気・電子分野に関する実験（周波数増幅回路、演算増幅回路、発振器、マ
イコン、磁化特性、誘電体、絶縁体、光学材料、超伝導、半導体、センサ）を計
画・遂行し、得られた結果を解析して工学の視点から考察するとともに報
告書をまとめる能力を養います。

電子システム工学実験Ⅰ

電気・電子・情報分野に関する実験（サイリスタレオナード、誘導機、同期
機、変圧器、変復調、フィルタ、レーザ、光変調、干渉、組み込みシステム、並
列コンピューティング）を遂行し、得られた結果を解析して工学の視点から
考察するとともに報告書をまとめる能力を養います。

電子システム工学実験Ⅱ

02 Electronic Systems Engineering    Experim
ents Ⅱ

電気・電子・情報分野に関する実験（ディジタル回路、ニューラルネットワー
ク、AD-DA変換装置、GA、パワエレ素子、インバータ、高電圧、制御、パルス
回路、太陽電池と電熱器の効率試験）を遂行し、得られた結果を解析して
工学の視点から考察するとともに報告書をまとめる能力を養います。

電子システム工学実験Ⅲ

学部基礎科目と電子システム工学に関する研究テーマ（アナログ回路、微
細加工、光工学光素子、回路解析、波動、数値解析、非線形現象、信号検出、
グラフ理論、信号変換、テキスト解析、画像解析）の関わりについて講義や
演習、実験等を通じて学び、研究活動を進める意欲を高めます。

電子システム工学実験Ⅳ

04Electronic Systems Engineering    Experim
ents Ⅳ

Class Introduction

大学院生の活躍

Research Introduction

・第17回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム学生プレゼンテーション賞

・電子情報通信学会情報ネットワーク研究会2024年10月最優秀発表賞　・2024年電気学会電力・エネルギー部門大会YOC奨励賞

・第17回プラズマエレクトロニクスインキュベーションホール優秀ポスター賞　・2023年電気学会電力・エネルギー部門開閉保護研究発表賞・若手優良発表賞

・DAシンポジウム2022セッション特別賞　・2022年電気学会電力・エネルギー部門大会YOC奨励賞

NTTドコモ株式会社、大阪市高速電気軌道株式会社、川崎重工業株式会社、キヤノン株式会社、京セラ株式会社、ソニー株式会社、ソフトバンク株式会社、株式会

社デンソー、凸版印刷株式会社、パナソニック株式会社、株式会社堀場製作所、三菱電機株式会社、株式会社村田製作所、株式会社リコー、ローム株式会社

日常私たちが使用する電気・電子技術を応用したシステム製品の基盤となる

「回路」そのものと、それをコントロールする「制御装置」などをより小型に、よ

り高性能に、より高信頼に実現するため、解析と実験の両面から研究に取り組

んでいます。

電子回路分野

「電子回路」にハードとソフトの両面から取り組む
エレクトロニクスを支えるLSIなどの電子部品は、半導体材料にさまざまな仕

掛けをした素子から作られています。新しい機能を持った素子の実現に向け、

新たな材料の探索や開発に加え、どのような材料をどのように組み合わせ、加

工や評価を行えば良いか、について研究をしています。

デバイス工学分野

"材料"探索から、高い機能を持った"素子"開発へ

私たちの生活や社会は「測ること（センシング）」で成り立っています。それを支

える機器や材料の開発・評価にも高度な計測技術が不可欠です。当分野では、

ナノスケールの構造や物性を計測する顕微鏡技術の開発など、「測ること」を

中心とした研究に取り組んでいます。

センシング工学分野

測って活用！生活・社会に欠かせないセンシング技術
私たちの豊かな暮らしには、大量の電気エネルギーが必要ですが、従来の火

力発電には環境汚染や地球温暖化などの問題があります。そこで、燃料電池、

二次電池、風力発電、廃熱利用発電などの地球環境にやさしい電気エネル

ギー発生・変換技術の研究を行っています。

パワーエレクトロニクス分野

環境にやさしい電気エネルギー発生・変換技術の研究

ネットワーク社会における情報の発信・取得法および情報解析の研究を行っ

ています。メタマテリアル応用による高機能通信デバイスの開発、画像センサ・

携帯機器センサによる人体・物体の検知と行動情報解析等、多岐のテーマに

取り組んでいます。

ネットワーク情報工学分野

"ネットワーク"をベースにさまざまな課題にチャレンジ
個人や社会の知的活動を支援する多種多様なシステムの構築を目指し、人間

とコンピュータの協調的な活動、AIやデータサイエンスの実践的な活用を幅

広く研究しています。マルチメディア処理、睡眠情報学やスマート病室、ライフ

サイエンス（生体科学）なども。

知能情報工学分野

AI（人工知能）の協働による人間の知的活動の支援

受賞実績

就職先

01 Electronic Systems Engineering    Experim
ents Ⅰ

03 Electronic Systems Engineering    Experim
ents Ⅲ

※資格の取得には、大学が定める所定の科目の履修と単位修得が求められます。

◆教員免許〈高等学校教諭一種（工業・情報）〉
◆電気通信主任技術者試験資格（1科目免除）
◆電気主任技術者資格

◆施工管理技士受験資格
◆社会福祉主事任用資格

◆アナログ集積回路の自動設計における寄生成分の低減に向けた配線方法の検討
◆MoS2FET作製のための接着リソグラフィによるビスマス電極パターンの形成
◆液中AFM/STM同時計測が可能な走査型プローブ顕微鏡の試作

◆リン酸鉄リチウムイオン電池の電荷移動インピーダンス計測と緩和時間分布解析
◆工場倉庫型ネットワークにおける無人搬送車の異方性を考慮した経路探索法の検討
◆ChatGPTを用いた問題解決を目指さない愚痴聞きチャットボット

製造業 50% 情報通信業 38%

サービス業 6%

卒業論文テーマ例 資格一覧※

進路状況
業種別就職状況 2024年度学部卒業生就職率・進学率 2024年度学部卒業生

進学

58%
就職

40%

その他 2% ◆滋賀県立大学大学院
◆岐阜大学大学院
◆京都工芸繊維大学大学院
◆神戸大学大学院
◆名古屋工業大学大学院

主な進学先

◆奈良先端科学技術大学院大学
◆兵庫県立大学大学院

◆（株）イシダ
◆（株）イトーキ
◆イビデン（株）
◆関西電力（株）
◆キヤノンマシナリー（株）

主な就職先

◆京セラコミュニケーションシステム（株）
◆住友電装（株）
◆象印マホービン（株）
◆ダイキンレクザムエレクトロニクス（株）
◆東レエンジニアリング（株）

◆（株）トヨタシステムズ
◆TOWA（株）
◆ニチコン（株）
◆日本電気硝子（株）
◆（株）長谷工コーポレーション

◆（株）日立システムズ
◆富士ソフト（株）
◆フジテック（株）
◆古河AS（株）

2022～2024年度学部卒業生 2022～2024年度学部卒業生

学術研究サービス業 6%
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